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神戸空襲 ～ 米国戦略爆撃調査団 による分析
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Ichiro SUWAKI
要 旨
　 　神戸空襲の帰結 は神戸の戦時体制の崩壊であ り,戦 後神戸の出発点 とな った。 占領の最初期 に行われた米
　 国戦略爆撃調査団の調査 は神戸空襲を どう分析 したのか,空 襲被害の概要,防 空体制 の欠陥,民 心の動向,
　 都市か らの疎開,労 働者の士気な どを明 らかにす る。
キ ーワー ド:米 国戦略爆撃調査団,戦 略爆撃,地 域爆撃,精 密爆撃,防 空 ・消火体制,罹 災者支援,
　 　　　　 戦時体制の崩壊
は じめに ～ 戦後の神戸の出発点
　 1941年12月8日,折 か ら 「湊 川 新 開 地 の 花 月 劇
場 」 の 舞 台 公 演 の た め 神 戸 に滞 在 して いた 徳 川 夢
声 は,日 米 開 戦 の報 に接 し 日記 に こ う記 し た。
「岸 井 君 が,部 屋 の扉 を 半 開 き に した ま ま,対 英
米 宣 戦 の ニ ュ ー スを 知 らせ て くれ る。 そ ら来 た 。
果 た して 来 た 。 … 表 へ 出 る。 昨 日 まで の 神 戸 と別
物 の よ うな 感 じだ。」 緒 戦 の 戦 果 に 熱 狂 した 国 民
は,3年 半 後 に は惨 憺 た る空 襲 に見 舞 わ れ る こ と
にな る。 す で に1944年2月 の 神 戸 市 会 で 松 本 正 一
市 会 議 員 は神 戸 市 長 に 「空 襲 ノ様 相 ハ 欧 州 方 面 ノ
実 情 ヨ リ考 ヘ マ スル ニ,日 二月 二各 段 ノ進 歩 ヲ来
タ シ ツゝ アル ノ デ ア リマ ス。 昨 日 ノ空 襲 ヲ以 テ シ
テ,今 日 ノ空 爆 ヲ論 ジル コ トハ 出 来 ナ イ ノ デ ア リ
マ ス。 余 程 思 ヒ切 ッタ御 措 置 ノ下 二御 用 意 ト御 研






















































な く,鉄 道,港 湾,橋 梁などが選定される。米軍
は当初一定の目標を定めて来襲 してきたが,効 果
がないと知るや今や短期決戦を焦り,名 古屋,帝






て,的 確な分析,見 通 しがある。さらに 『週報』
435-6合 併号(昭 和20年2月21日 発行)は より具
体的に述べて,「 サイパ ンを基地 とした大型機
B29を 基幹とする部隊は,都 市爆撃,生 産工場の
破壊,重 要施設すなはち鉄橋,停 車場,操 車場,
機関庫,海 運港,港 湾,造 船所等を狙ふ。硫黄島
を基地にして来襲する敵爆撃機は更にそのほかに

















　1945年2月 頃 に配 布 さ れ た と み られ る
Japanese　Urban　 Areasに よって地域爆撃の考え
方をみておきたい。米軍は,軍 需工場など特定の
目標 に対 して行 われ る精密爆撃(precision　 at-











(産業 ・軍事施設の重要性 と規模)② 産業労働力
の量とタイプ(軍 需産業に雇用されている労働者
の割合)③ 物理的脆弱性(建 物の密集度,分 布,






















損害と生産の減退をもた らす②(機 械等の)修 繕
や代替が(生 産の)回 復への負担となる③精密爆










　1945年3月 に米軍は,B29の 攻撃方法を変更 し
た 。 そ れ まで の昼 間,高 高 度 か らの攻 撃 か ら夜 間,
低 高 度 の 攻 撃(約2,300メ ー トル)に 変 更 した。
低 高 度 へ の 変 更 に よ ってB29の 焼 夷 弾 の 積 載 量 も

















　1940年 の人口は967,234人 で,も っとも人口稠
密な三つの都市のひとつであり,1平 方 マイル
(約2.59平方 キロメー トル)当 た りの人 口密度 は





































日本ダンロップ,川 崎重工業(4か 所,日 本最大
の造船所,ガ ントリークレーンが目印,銑 鉄工場
もある),三 菱重工業(三 菱電機を含む),神 戸港
湾地域(2か 所),ラ イジングサンオイル,国 鉄

































計画準備 してお く(第12条)。 空襲後事態平静 に








警察署長は,被 害甚大で公園,運 動場,緑 地その
他の空地に緊急避難 しても罹災者の救助が困難で





武庫郡山田村(学 校5,公 会堂7,寺 院11,旅 館
8　 計31か 所),灘 区,葺 合区,須 磨区は塩屋町,
舞子町,東 垂水町及び西垂水町(学 校6,公 会堂
6,寺 院6,料 理屋2　 計20),神 戸区,兵 庫区,
林田区は明石郡玉津村,伊 川谷村,櫨 谷村,神 出
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神戸親和女子大学　研究論叢　第49号
村,押 部谷村,平 野村(学 校10,公 会堂26,寺 院




































所二依 リ之 ヲ行フモノトス」(第7条),「 罹災者
二対 シ収容施設(罹 災者収容所)ヲ 供与スルノ要
アル トキハ避難所ヲ設置シ又ハ仮設住宅ヲ貸与シ

















業医5か 所,「 軽救護所」 として開業医12か 所,
「助産救護所」として開業医3か 所,「臨時救護所」
には国民学校5か 所(脇 浜,東 川崎,入 江,川 中,












集 したものと思われる。兵庫県,神 戸市,軍 需企
業等から提出された資料が米国戦略爆撃調査団文
書には多数含まれている。





神戸空襲 ～ 米国戦略爆撃調査団 によ る分析(洲 脇一郎)
あ る。 この 兵 庫 県 の 資 料 に は5月11日 の 資 料 は記















二伴 ヒ,隣 接京橋消防署 ヨリ三〇台,西 灘消防署
ヨリニ六台及西宮消防署 ヨリー○台,尼 崎消防署
ヨリー五台ヲ各署長指揮ノ下二現場二応接セシメ





















相当在 リテ,為 二消防力ノ低下ヲ来 タシタルタメ,
直チニ尼崎,西 宮両消防署ノ全力ヲ応援セシメ又
大阪府 ヨリノ応援 ヲ得テ極力消火二努メタル結果,
















援28台(須 磨18台,大 阪府10台),葺 合消防署16
台,応 援22台(長 田10台,尼 崎6台,大 阪府6台),
生田消防署10台,応 援30台(兵 庫10台,尼 崎6台,
姫路5台,飾 磨4台,大 阪府5台),兵 庫消防署
7台,応 援10台(大 阪府),長 田消防署12台,須



















帯(主 トシテ酒倉)道 路狭隘 ニシテ消防活動意ノ
如クナラズ大火二至ラシメタルモ万難ヲ排シ敢闘
　 　 　 　 　 ママ
ノ結 果,同 時 〇 七 〇 〇 頃 概 ネ鎮 火 セ シ メ タ リ。 尼
崎 方 面,尼 崎 消 防 署 ノ 自力 ヲ以 テ消 火 二 敢 闘 セ シ
























3%の 住民が死んだか負傷 した。約14平 方マイル
の建物が建 っている区域のうちほぼ7.2平方マイ
ルが焼却された。市にあるすべての工業施設が損


































































































































(資 料)Effects　 of　Air　 Attack　 on　 Osaka-Kobe-Kyoto,　 pp.156,159,162,
(注)5月11日,8月6日 の 被 害 は 神 戸 市 に 係 る は み 出 し爆 撃 。 な お,3月17日 の 爆 撃 で も193ト ンのHEが 使 用 さ れ た。
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(出 典)Field　 Report　 Co　vering・Air-Raid　 Pro　 tection　 an　d　Allied　 Su　bjects　 in　Kobe　 Japan,　 p.2.






























工場がなん らかの被害を受け,人 口の3分 の1が
焼け出された。










夷弾)が 使用され,爆 弾1ト ン当たり建物17棟 が
破壊 され た。 それ まで の空襲 で破壊 され て いなか っ
た 主 要 な 工 場 に対 して 効 果 的 で あ った 。
　 8月6日 の 空 襲 の 目標 は,西 宮,芦 屋,御 影 で
神 戸 の 東 の 住 宅 及 び小 工 場 の 地 域 で あ った 。6月
5日 の 空 襲 で 攻 撃 され た 神 戸 の 地 域 の 一 つ に焼 夷
弾 が 落 ち,2,294棟 の建 物 が被 害 を受 け た。 西 宮,
芦 屋,御 影 の全 体 で は18,240棟 の建 物 が被 害 を 受
けた 。
　 こ れ ら の 記 述 をField　 Report　 Covering　 Air-
Raid　 Protection　 and　 Allied　 Subjects　 in　Kobe
Japanに よ って 補 って み る。2月4日 の攻 撃 は
比 較 的 小 規 模 な もの で あ った が,空 襲 対 策 の 必 要
性 を 神 戸 市 に警 告 す る こ と にな った 。3月17日 の
空 爆 は,神 戸 市 の 中 心 部 の 東 半 分 を 破 壊 し,市 の
南 東 部 の 広 い区 域 を 完 全 に焼 いた 。 住 宅 地 域,造
船 工 場,小 規 模 な ゴ ム工 場 な どが 破 壊 され た 。5
月11日 の空 襲 は主 と して 阪神 間 の大 きな工 場 を狙 っ
た もの で あ った 。 焼 夷 弾 よ り も高 性 能 爆 弾 が 使 用
され た。 神戸 に対 す る効 果 は大 きな もの で はなか っ
た 。6月5日 の 空 襲 は も っ と分 散 した もの で あ っ
た が,同 様 に効 果 的 な もの で あ った 。 そ れ は市 の
中 心 業 務 地 区 の 西 半 分 と東 部 の 広 い範 囲(工 作 機
械,製 鉄,機 械,ゴ ム工 場 を 含 め)を 焼 却 した 。
これ らの 工 場 に挟 まれ た 住 宅 地 区,商 業 地 区 も同
じよ う に焼 却 され た 。 市 の 最 西 端 の か な りの 規 模
の 地 域(鉄 道 工 場 と稠 密 な 住 宅 地 域 を 含 む)も 破
壊 され た 。6月5日 以 降 は神 戸 の70%以 上 が 破 壊
され た か 重 大 な 被 害 を 被 った の で(軍 需 工 業 の)
生 産 の セ ンタ ー とす る に は非 効 果 的 とな った 。(13)
6　人的被害と都市からの避難
　人的被害については,兵 庫県警察部提出資料に
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もの もあ るの で あ る。(表1～ 表3)
　 神 戸 市 に か か る記 述 に よ る と,空 襲 で7,051人
が 死 亡 した。5回 の主 要 な 空襲 に よ る死 者 は6,298
人,負 傷 者 は15,823人,行 方 不 明479人 で あ った。
90%が2回 の 大 規 模 な 焼 夷 弾 攻 撃(3月17日 及 び
6月5日)の 結 果 で あ った 。 大 阪 と比 較 す る と,
大 阪 の4回 の 大 規 模 空 襲 の 被 害 は死 者9,914人,
負 傷27,073人,行 方 不 明2,115人 で あ っ た。 神 戸
で 焼 け 出 さ れ た者 は452,059人 で そ の う ち3分 の
2が 神 戸 市 か ら避 難 した。 さ ら に174,921人 が 空
襲 後 疎 開 した 。
　 表4は 神 戸 市 の 人 口の 月 別 の 推 移 を 示 した もの
で あ る。3月 の 空 襲 及 び6月 の 空 襲 の 後 に は人 口
が 激 減 して い る。1940年 の 国 勢 調 査 で 神 戸 市 の 人
口 は967,234人 で あ っ た が,戦 争 の 終 わ り に は わ
ず か41%に な った 。 徴 兵,仕 事 の た め の 移 転,空
襲 前 の 疎 開 に よ って1945年2月 ま で に 約18万 人
が 神 戸 を 離 れ て いた 。 空 襲 は さ らに大 規 模 な 疎 開
を 結 果 す る こ と にな った 。2月4日,5月11日 及
び8月6日 の 空襲 で は大 きな人 口減少 は なか った。
3月17日 及 び6月5日 の 空 襲 が 大 規 模 な 都 市 か ら
の 脱 出(exodus)を も た ら し た。8月 に戦 争 が
終 わ っ た 時 に は神 戸 市 の 人 口 はわ ず か に393,000
人 で あ った 。 空 襲 前 の 神 戸 の 人 口の う ち,ほ ぼ1
%が 死 亡 し,2%が 負 傷 し,58%が 焼 け 出 さ れ
(家 を失 い),32%が 疎 開 した 。7月24日 に もわ ず
か な 死 者 が 記 録 され て い るが,こ れ は数 機 のB29
が 高 性 能 爆 弾 を 投 下 した た め で あ る。
　 表3に よ って 兵 庫 県 全 体 の 数 字 を 見 る と,16回
の 空 襲 に よ る死 者 及 び 行 方 不 明 は合 計118,28人,
負 傷28,447人,住 宅 焼 失 は662,993人 と な っ て い
る。 こ の うち 神 戸 市 の 死 者 は7,051人,負 傷 者 は
15,302人(重 傷6,994人,軽 傷8,308人),住 宅 焼 失
は466,781人 で あ る。 この 数 字 は 先 に掲 げ た 資 料
と食 い違 う と こ ろ もあ る。 兵 庫 県 や 神 戸 市 が 空 襲
に よ る死 者 や 行 方 不 明,負 傷 等 を どの よ う に把 握
した か は明 らか で な い。 未 曽 有 の 困 難 な 状 況 の 中
で 死 者 数 や 負 傷 者 数 を 正 確 に把 握 で きた か ど うか
は疑 問 で あ るが,一 応 の 数 字 と して あ げて お く。







































































































(注)昭 和19年12月 及 び20年4月 の数字 は不突合。
















　 「1945年3月 までは,軍 官憲の独善的な態度は
一般市民だけでな く神戸の責任ある役人に受け入
れ られていた。」
　 「役人 の中には1,000軒 の家 とい くつかの工場
が油脂爆弾によって,破 壊されあるいは重大な損
壊を被った2月4日 の空襲の意味することに驚い


























の海戦,シ ンガポールの陥落,帝 国陸軍の輝か し
い作戦に人々は熱狂 し,軍 隊及び政府に全幅の信
頼を置いていた。 しか し特に南方での急速な成功



























　 「1月19日 の明石の空襲,そ して2月4日 の神
戸の空襲でさえも最初は敵愾心を高めるのに役立っ
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絡のうえで統括 した。医者,歯 医者,看 護師(看
護婦),薬 剤師,助 産師(産 婆)が 救護分隊,救
護班,救 護団,警 防団に配置 された。神戸には






て被害者が集め られ,1次 救護所に送 られた。そ
こでは治療を受け退去させ られるか,病 院に搬送
された。





な ビルの地下,百 貨店,鉄 道の駅舎,大 規模な工
場に移された。

















出来得ル筈ハ絶対ニナイ ト思 フノデア リマス。」
空襲によって火葬場の処理能力をはるかに上回る
死者が発生することは明 らかであったろう。当時





察と契約 した葬儀業者が行っていた。 しか し空襲
になると,通 常の処理方法では対応できなかった。
大量の処理に対応できる特別措置が必要だった。













いた。多 くの場合,隊 員自体が家,家 族や友人を































料,宿 舎が与え られた。これ らの収容所は公立学










































幹部は,1945年 中プラン トの損害,(部 品の)不














生産のネックとなっていた。 しか し 「地域爆撃は
決 して克服できない新たな労働力問題をもたらし









家を失い,出 勤率は空襲後の2週 間は30%に 低下
















し,国 民儀礼を制定 し,其 の他食糧増産,資 源回
収,貯 蓄の増産,生 活の簡素化を しきりにくどく






























の飛行機を飛ばす ことも考へ られる。」第2次 世
界大戦後の攻撃兵器の発展を予言 しているのであ











(1)徳 川夢声 「夢声戦中 日記抄」(中 公文庫,2015年)
　 10,11頁 。松 本正一議 員 の質 問 は 「昭和十九年
　 神戸市会議事録」。
(2)米 国戦 略爆撃調査 団文書 は国立国会 図書館 が収
　 集 しイ ンターネ ッ トで公 表 してい る。 ル ーズベル
　 ト大統領の指令を もとに1944年1月 に設置 された。
　 「米軍が行 った戦 略爆 撃の効果や影響 について調 査
　 して航 空戦力 の可 能性 を分析 し,将 来 の軍事力 整
　 備 に役立 て る」 ことであ った。 報告書 は,日 本 図
　 書 セ ンターが1992年 に 『米国戦 略爆撃調 査団 　太
　 平洋戦争 白書」 全50巻 と して復刻 ・出版 され た。
　 本稿で は国会図書館 のデ ジタル資料 とと もに,『 太
　 平洋戦争 白書」 も利用 した。 膨大 な資料 群 であ っ
　 て,本 稿で利 用す る ことが で きた のは ご く一部 に
　 過 ぎない。 これ らの資 料 を読 み込 む と ともに,日
　 本側 の資料 の収集 によ って,戦 時期 の神 戸 の研 究
　 が進むであ ろう。
(3)小 山仁示 氏 は 『新 修神戸市 史　歴 史編Ⅳ 　近 現
　 代』 の神戸空襲 に関 す る記述 につ いて 「編集 ・執
　 筆担 当者 や事務 当局が,ご く身近 に存在 してい る
　 これ らの文献 を参 照 しな いで,神 戸 の空襲 ・戦 災
　 につ いて叙述 した書物 を刊行 したので あ る。 ま こ
　 とに不思 議 な話 であ る。 現在 の段 階 で,公 的 な 自
　 治体史 が大本営 発表 や根拠不 明の数字 で空襲 を記
　 述す る とは,ど うい うことで あ ろうか。 空襲 ・戦
　 災史 に関す る基礎 的知識 も欠如 して お り,理 解 不
　 能の表現 に満 ちてい る」(『 米軍資料　 日本 空襲 の
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神戸空襲 ～ 米国戦略爆撃調査団 によ る分析(洲 脇一郎)
　 全容　マ リアナ基地B29部 隊」,東方 出版,1995年,
　 256～259頁)と 痛烈 な批判 を加 えた。誰 の ための
　 神戸市 史な のか,そ れを執筆者 が ま った く理解 し
　 て いないか,理 解 しよ うと もしな か った ので あ ろ
　 う。
　　 空襲研 究 の動 向 につ いて は,大 岡聡 ・成 田龍 一
　 「空襲 と地域」(『 岩 波講座 　 アジア ・太平洋戦 争
　 6』 所収,岩 波書店,2006年)を 参照。 市民 と研
　 究者 の協働 によ って空 襲の調査 ・研究 が進ん で き
　 た ことを振 り返 って いる。 戦 略爆撃 について は,
　 伊香俊哉 「戦 略爆撃 か ら原爆へ」(『 岩波講座 　 ア
　 ジア ・太平洋戦争5」 所 収,岩 波書店,2006年)
　 は 「総力戦体制 下 において,自 国 の戦 争 目的 ・行
　 為 について正 当性が強烈 に刷 り込 まれ,爆 撃 への
　 心理 的備 え までが徹底 され た市 民が形成 され た」
　 とす る。
(4)情 報局編輯 『週報」431号,1945年1月24日 発行。
(5)情 報局編 輯 『週報 」435-6号 合併号,1945年2
　 月21日 発行。 この号 は 「戦場本 土 に飛 ぶ」 と題 が
　 付せ られてい る。
(6)　 Japanese　 Urban　 Areas　 General　 Analysis,
　 pp.1～22.な お攻 撃高度 の変 更 は 『現代史資料39
　 太平洋戦争5」(み すず書房,1975年,41頁 参 照)。
　 な お この資料 は戦略爆撃 調査団 の 「太 平洋戦争 総
　 合報告書」の翻訳であ る。
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